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特 徴 

 
 

① 確認コール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 視認できない装置の電源のＯＮ／ＯＦＦ ＋ 外部装置からのアンサーバックの確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

壁 

外部装置 1 

外部装置 2 

①呼出 

②確認 

（操作ボタン押す） 

③確認 

（LED で操作ボタンを押したのかが分かる） 

アンサーバック 

受信に成功した事と、 

受信機からのアンサーバックを 

確認できる 
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概 要 

１対１アンサーバック通信とは、送信機で受信機からのアンサーバックを確認する方法です。 

 

送信機のボタンを押すと、空いている通信チャネルを自動で検出し送信を開始されます。受信機は受

信に成功すると、送信してきた送信機に対して受信成功の返信をします。この返信により、送信が確実

に受信されたことが分かります。その後、受信機は設定された時間またはボタンを押すまで待機し、ボ

タンの状態をアンサーバックとして送信機へ送ります。送信機は、受信が成功したという結果と、アン

サーバック（受信機のボタンを押したかどうか）の２つの状態を確認できます。 

 

送信機には、ACK モードと STS モードの２パターンの動作モードがあります。送信機を ACK モー

ドにすると、受信機からのアンサーバックを１秒間点灯し、その後消灯します。STS モードにすると、

受信機からのアンサーバックを点灯した後、そのまま保持されます。また、STS モードの時は、電源投

入時に自動で受信機へ送信して、受信機のアンサーバックのみを取得し LED の点灯を更新してから起

動します。 

 

受信機は、LED が点灯してからアンサーバック待機時間経過するか、操作ボタンを押すと LED が消

灯し、アンサーバックが送信機に向けて送信されます。 

受信機には、マニュアル動作・オルタネイト動作（１－８トグル、２－４トグル、２－４トグル反転）

の計４パターンの動作モードがあります。受信機をマニュアル動作にすると、ボタンを押さないと LED

が消灯されません。受信機を１－８トグル動作にすると、送信機の同じボタンで受信機の点灯/消灯が切

り替わります。受信機を２－４トグル動作にすると、点灯するボタンと消灯するボタンが違うボタンに

なります。つまり、送信機のボタン 1 で受信機のＬＥＤ１が点灯、ＬＥＤ２が消灯になり、送信機のボ

タン２で受信機のＬＥＤ１が消灯、ＬＥＤ２が点灯になります。受信機を２－４トグル反転動作にする

と、２－４トグル動作の反転出力になります。つまり、送信機のボタン１で受信機のＬＥＤ１が消灯、

ＬＥＤ２が点灯になり、送信機のボタン２で受信機のＬＥＤ１が点灯、ＬＥＤ2 が消灯になります。 

トグル動作は、受信機のボタンを押しても消灯されません。送信機の操作で消灯する動作になります。 

 

送信機・受信機ともブザー・バイブが付いています。送信機では、受信機からの返信の有無でブザー・

バイブパターンが違います。送信機の LED 表示を注視せずにブザー・バイブで正しく受信されたのか

を判断できます。受信機では、受信するとブザー・バイブがＯＮになります。 
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優れた耐衝撃性と防まつ・防じんに対応した小型軽量ケースに収納、良好なボタンのクリック感で優

れた操作性を実現、リーズナブルな製品価格で提供します。 

最適化されたプリント基板アンテナを内蔵、落下などでアンテナを破損することも無く、シンプルな

デザインとなっています。 

充電池には単４の Ni-MH 電池を採用、コンパクトな充電器による急速充電を可能とした経済的な設

計、メモリー効果、自然放電、寿命など優れた電池性能を有しています。詳細についてはメーカーのホ

ームページを参照ください。 

充電は専用の AC 電源用充電アダプタを使用し、マグネットの吸着を利用してワンタッチで充電アダ

プタを装着、急速充電に対応しています。 

 

 

特 徴 

 RoHS 対応 

 920MHz 10mW TS92 mdm 搭載 

 技適認証済み、免許不要 

 マルチチャネルアクセス方式：３チャネル自動補足 

 充電式（単４Ni-MH 電池２本）充放電 1500 回以上の高寿命 

 連続送信１５時間以上 

 急速充電に対応 

 良好なタッチと耐久性（10 万回以上の耐久試験をクリア） 

 防まつ・防じんボディ 

 寸法：129 * 44 * 15.5mm のポケットサイズ 

 ネックストラップ装着可能 

 小型、軽量、優れた耐衝撃性 
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製 品 構 成 

送信機 

ハンドヘルド送信機(EXT:外部アンテナ) 

TS92NH2(-EXT) AN TX 

受信機 

ハンドヘルド受信機(EXT:外部アンテナ) 

TS92NH2(-EXT) AN RX 

EXT:外部アンテナ１〜３より選択 

 

充電器／充電台 

NH-CHG（スタンド無し） 

NH-CHGS（スタンド有り） 

NH-CHGcar（カーチャージャータイプ） 

 

関連製品 

モジュール 

接点用送信機 

TS92-x 8sw AN TX 

接点用受信機 

TS92-x 8sw AN RX 

 

※ TS92NH2 AN と組み合わせてご使用いただけます。 

詳しくは、TS92-x 8sw ANの仕様書を参照してください。 

 

受信ボード 

基板タイプ（8out/8inBD-*）   防水ケースタイプ（AN NWP）   リレータイプ（16sw-RL-AN） 
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電 気 的 仕 様 

ハンドヘルド無線機 

送受信周波数 920 MHz 帯  

 200kHz Step /  計 37ch 

送信出力 10mW  +20/-80% 

受信感度 -116dBm 以下@1%BER（2.4kbps/FSK） 

マルチチャネルアクセス数 ３チャネル自動補足 

電池 単４Ni-MH電池２本 充電式 

電池寿命 15 時間以上 

アンテナ 内蔵基板アンテナまたは外部アンテナ 

動作温度 -20 to +70℃（結露無きこと） 

保存温度 -30 to +80℃ 

ケース 防まつ・防じん（IP54 相当） 

寸法 129 * 44 * 15.5（mm） 

重量 約 93g 

操作ボタン 電源ボタン”PWR”及び操作ボタン８個 

表示 LED 電源表示”PWR”：赤 

 充電またはローバッテリー表示”CHG”：橙 

 ボタン LED８個：橙 

★ ユーザでの電池交換はできませんので、当社サービス窓口まで問い合わせ下さい。 

 

 

充電器（NH-CHG / NH-CHGS） 

入力 100～240V AC 

出力 5V / 1A スイッチング 

充電時間 空の状態からおよそ３時間 

★ AC アダプタは、”UL”、”CE” および “PSE” などの安全規格を取得しています。 
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充 電 器（NH-CHG / NH-CHGS） 

ハンドヘルド送信機の背面に専用アダプタをマグネットの吸着を利用して写真のように勘合させます。 

逆方向の接続には勘合しない構造になっています。 

 

CHG（橙）は、充電アダプタを接触させ充電を始め

るとゆっくりした（約１秒周期）１回点滅、充電完了

に近づくとゆっくりとした２回点滅となり、充電完了

で点灯に変わります。 

充電不良は早点滅（約 0.3 秒周期）となり、充電が

停止します。充電回路の故障などで発熱してもサーマ

ルシャットダウン回路が働き、充電は強制的に停止さ

れます。充電不良時は内部不揮発性メモリーに不良コ

ードが記憶されます。 

 

 

 

充電できないとき 

 

充電アダプタのマグネットには異物が付着し、適切に充電コンタクトが密着しない場合があるので清

掃してください。 

以下の不具合が発生した時は、充電器または送信機本体の故障が考えられるので、当社サービス窓口

に問い合わせてください。 

・ 充電アダプタの接触（吸着）を何度やり直しても、充電不良となり充電が始まらない。 

・ 充電が正常に終了した後、使用していると直ぐに電池が無くなってしまう。 

・ 充電中に手に持てない程の発熱があるとき。 

 

 

注意 

 

充電は発熱、発煙などの危険がありますので、専用の充電器以外は絶対に使用しないで下さい。 

充電は周囲温度が 0 から４０℃の環境下で行って下さい。 

充電アダプタの出力端をショートしても過電流保護回路が働きますが、故意にショートしたりすると

故障の原因になります。使用しない時は、充電アダプタのプローブ面がショートしないよう注意して下

さい。 

充電アダプタを鉄板などに吸着して放置すると、電極プローブがショートする可能性があります。 

充電アダプタのマグネットは異物が吸着し易いので注意して下さい。 
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取 扱 方 法 

電源を入れる時は、電源ボタンを１秒間程度長押しすると、PWR（赤）が点灯し、ボタンを離すと約

１秒間隔の点滅に変わり、スタンバイ状態もしくはリンク状態で電源が入ります。 

電源を切る時は、１秒間程度電源ボタンを押し続けると、PWR が４回点滅して電源が切れます。 

STS モードの送信機の場合だけ、リンク状態で電源が入ります。 

 

スタンバイ状態の送信機の操作ボタンを押すと、キャリアセンスを行い空きチャネルを探し出し送信

を行います。複数の送信機を同時に操作したり、他の同一周波数の特定小電力機器により、その周波数

チャネルが占有されている場合、空きチャネルが見つかるまで周波数スキャンを行い、PWR は高速点

滅したままとなります。その後、空きチャネルが見つかると、PWR は点灯し送信を行います。 

マルチチャネルアクセス方式を備えているので、送受信機は空きチャネルを探し出し通信を自動的に

確立します。 

STS モードの送信機の場合、リンク状態で電源が入ります。リンク状態では、受信機が見つかるまで

一定間隔で送信を繰り返します。受信機からアンサーバックを受信すると、送信機の LED が更新され、

スタンバイ状態に移行します。 

 

送信機の操作ボタンを押し続けても連続して送信は行いません。１回だけ送信を行い受信機からの送

信成功待ちになります。送信成功待ちの間は、押したボタンの LED とブザーが１秒間隔でＯＮになり

ます。（PWR は点灯したままです）。 

送信機は、送信成功を受信すると、アンサーバック待ちに入ります。最大で受信機で設定されている

アンサーバック待機時間分、アンサーバック待ちを続けます。アンサーバック待ちの間は、押したボタ

ンの LED とブザーが１秒間隔の３回滅でＯＮになります（PWR は点灯したままです）。 

 

受信機は、送信機からの送信を受信すると、最大でアンサーバック待機時間分、LED を点灯し操作ボ

タンの操作を待ちます。ブザー・バイブが有効になっていると、同様に ONになります。アンサーバッ

ク待機時間中に LED が点灯しているいずれかの操作ボタンを押すと、バイブが停止し、送信機に向け

て操作ボタンの情報をアンサーバックとして送信します。アンサーバック送信中は、操作ボタンの LED

が１秒間点灯します。ブザーも有効ならば１秒間ＯＮになります。 

 

受信機からのアンサーバックを受信すると、ACK モードの場合は、アンサーバックを１秒間点灯し、

その後消灯します。ブザー・バイブも同様に１秒間ＯＮになった後、停止します。STS モードの場合は、

アンサーバックを出力した後、そのまま保持されます。ブザー・バイブは、ACK モードと同様に１秒

間 ON になった後、停止します。 

 

受信機の返信を受信できなかった場合は、送信機のボタン LED 全てが１秒間高速点滅した後、消灯

します。ブザー・バイブはピ・ピ・ピと３回鳴った後、停止します。ブザー・バイブを有効にしている

と、LED を注視していなくても、受信機からの返信の有無を確認できます。 

 

送信機は、一定時間操作をしない時は 30 分で自動的に電源が切れます。受信機は切れません。 
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ローバッテリー状態になると、充電中でなくても CHG（橙）が点灯するようになります。 

電池容量が少なくなると、電源投入ではローバッテリーでなく、送信するとローバッテリー表示とな

ることがありますが、スタンバイ状態で暫くすると電池が復活し、再びローバッテリーでなくなる事が

あります。 

ローバッテリー状態で暫くしていると電池が空となり、PWR が消灯、送信は停止しシャットダウン

状態となります。ローバッテリー表示となったときはできるだけ速やかに充電を行って下さい。 
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マ ル チ チ ャ ネ ル ア ク セ ス 

複数システムを同時に使用する時に電波衝突が発生しないよう、マルチチャネルアクセス方式を採用

しています。 

受信機は、電源オンで３チャネルのマルチチャネルスキャンを行っています。送信機は送信を開始す

る毎にキャリアセンスを実行し、チャネルが占有されていないかを確認、空きチャネルを探し出して送

信を行います。 

マルチチャネルアクセスは電波衝突を回避することは可能ですが、受信機の応答が遅れるデメリット

があります。 

 

送 信 時 間 

送信時間は、送信機→受信機と受信機→送信機の往復掛かります。送信時間の目安は下記の通りです。 

＊アンサーバック入力までの時間が加算されます。 

 

TS92NH2 AN TX： 送信時間 ＝ ２ × 300ms 

 

設 定 項 目 

チャネルグループ（送受信機共通） 

利用可能な３８チャネルは混変調特性などを考慮して４つのグループ、３チャネルずつに分割されて

います。同一エリア内で複数セットを使用される場合はできるだけ異なったチャネルグループを使用し

て下さい。 

チャネルグループの設定方法を以下に示します。 

 

ボタン１およびボタン２を押しながら電源ボタンを 

しばらく押すと、PWR が早点滅します。次に全ての 

ボタンを離すと、PWR が１～４回のいずれかの点滅 

周期に変わります。この時の点滅回数がチャネルグル 

ープを表しています。 

１秒以上の点灯が続くまでボタン１を長押しし、離すと 

点滅回数は１増えます。 

ボタン１を長押しすると PWR の点滅は 1～4 を繰り返す 

ので（1,2,3,4,1…）希望するチャネルグループを選択 

します。 

 

希望するチャネルグループになったらボタン２を１秒程度 

押すと PWR が 4 回早点滅しチャネルグループが確定した後、 

電源が切れます。再び電源を入れると、設定したチャネルグループにて使用することができます。 

 

チャネルグループを選択しても、ボタン２で確定させなければチャネルグループは切り替わりません。 

１および２を押しながら 

PWR ボタンを押す 

 

チャネルグループ選択 

チャネルグループ決定 

PWR CHG 

2 1 

4 

6 

8 

3 

5 

7 

http://www.nomura-e.co.jp/


 
 
 

製品の故障や誤動作が直接人命に関わるような使い方は絶対にしないで下さい。 

野村エンジニアリング株式会社   http://www.nomura-e.co.jp   e-mail:engineer@nomura-e.co.jp 

〒242-0023 神奈川県大和市渋谷１丁目７−２  TEL:046-244-0041  FAX:046-244-3551 

 
12/20 

2021.4.19 Rev. 0.1 

TS92NH2 AN Firmware Specifications 
  

チャネルグループと PWR LED の点滅回数の関係 

 

PWR の点滅回数 チャネルグループ 

1 １       ＊ディフォルト 

2 ２ 

3 ３ 

4 ４ 

 

＊ 送信機と受信機のチャネルグループが異なると通信ができません。 

 

TS92 mdm チャンネルグループ 

チャネルグループ 1 25ch,33ch,57ch 

チャネルグループ 2 28ch,38ch,48ch 

チャネルグループ 3 30ch,35ch,53ch 

チャネルグループ 4 43ch,54ch,59ch 

 

 

ブザーのＯＮ／ＯＦＦ（送受信機共通） 

送信機は、受信機の返信待ちの時に１秒間隔でピ・ピ・ピと鳴ります。そして、返信を受信した時は

１秒間鳴り、受信に失敗した時はピ・ピ・ピと３回鳴ります。 

受信機は、送信機からの送信を受信した時にピ・ピ・ピと３回鳴ります。 

ブザーを使用するかしないかを切り替えるには、ボタン７を押しながら電源を入れると切り替わりま

す。 

ブザーが鳴ると、ブザーを使用する状態に切り替わったことになります。ディフォルトでは使用する

ようになっています。 

 

バイブのＯＮ／ＯＦＦ（送受信機共通） 

送信機は、受信機からの返信を受信した時に１秒間振動し、受信に失敗した時は、ヴ・ヴ・ヴと３回

振動します。 

受信機は、送信機からの送信を受信した時にヴ・ヴ・ヴと３回振動します。 

バイブを使用するかしないかを切り替えるには、ボタン 8 を押しながら電源を入れると切り替わりま

す。 

バイブが振動すると、バイブを使用する状態に切り替わったことになります。ディフォルトでは送信

機は使用しない、受信機は使用するようになっています。 
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ＡＣＫモード／ＳＴＳモード（送信機） 

送信機がＡＣＫモードの場合、受信機からの返信を受信すると押したボタンの LED が１秒間点灯し、

その後消灯します。ＳＴＳモードの場合、送信機の LED 出力と受信機の LED 出力が同じになります。 

上記チャネルグループの設定と同じ要領にて設定を行います。 

ボタン１およびボタン３を押しながら電源をいれ、選択はボタン１、決定はボタン３で行います。 

 

PWR の点滅回数 モード 

1 ＡＣＫモード  ＊ディフォルト 

2 ＳＴＳモード 

 

 

アンサーバック待機時間（受信機） 

受信機は、送信機からの送信を受信すると、最大でアンサーバック待機時間分、LED が点灯し、操作

ボタンの操作を待ちます。アンサーバック待機中に、LED が点灯しているいずれかの操作ボタンを押す

と、送信機に向けてアンサーバック情報を送信します。 

上記チャネルグループの設定と同じ要領にて設定を行います。 

ボタン１およびボタン４を押しながら電源をいれ、選択はボタン１、決定はボタン４で行います。 

 

PWR の点滅回数 アンサーバック待機時間 

1 ５秒  ＊ディフォルト 

2 １０秒 

３ ３０秒 

４ １分 
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LED 出力モード（受信機） 

受信機がマニュアル動作の場合、ボタンを押さないと LED は消灯されません。トグル動作の場合、ボ

タンを押しても消灯されません。送信機の操作で消灯されます。 

1-8 トグル動作の場合は、送信機が同じボタンを押すたびに点灯／消灯が切り替わります。2-4 トグ

ル動作の場合、点灯するボタンと消灯するボタンが違うボタンになります。つまり、送信機のボタン１

を押すと、受信機の LED1 が点灯し、LED2 が消灯します。送信機のボタン２を押すと、受信機の LED1

が消灯し、LED2 が点灯します。2-4 トグル反転動作の場合、２－４トグル動作の反転になります。つ

まり、送信機のボタン１を押すと、受信機の LED1 が消灯し、LED2 が点灯します。送信機のボタン２

を押すと、受信機の LED1 が点灯し、LED2 が消灯します。 

上記チャネルグループの設定と同じ要領にて設定を行います。 

ボタン１およびボタン３を押しながら電源をいれ、選択はボタン１、決定はボタン３で行います。 

 

PWR の点滅回数 出力モード 

1 マニュアル動作 

2 1-8 トグル動作 ＊ディフォルト 

3 2-4 トグル動作 

4 2-4 トグル反転動作 

 
 

ブザー・バイブの鳴動時間（受信機） 

受信機のブザー・バイブは、ボタンを押すと停止しますが、ボタンを押さずにいても、この設定時間

分経過すると停止します。 

上記チャネルグループの設定と同じ要領にて設定を行います。 

ボタン１およびボタン４を押しながら電源をいれ、選択はボタン１、決定はボタン４で行います。 

 

PWR の点滅回数 ブザー・バイブの鳴動時間 

1 10 秒 

2 1 分 

3 10 分 

4 無制限 ＊ディフォルト 
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ID 登録（受信機） 

受信機に、送信機の ID を登録してペアリングを行って使用します。正しく、ペアリングを行わないと

動作しないので注意して下さい。 

送信機にはユニーク ID が出荷時に書き込まれ、送信するたびにこの ID が送信されます。受信機では

受信毎に ID の照合を行い、ID 登録済みの受信データのみを有効とすることで、誤作動を防止していま

す。 

送信機の書き込み ID はユーザにて変更することはできません。 

ボタン４およびボタン６を押しながら電源ボタンを押すと、ボタン４の LED・ボタン 6 の LED・PWR

が点灯します。上記の３つの LED の点灯を確認後、ボタンを離します。ID 登録モードで起動します。 

ID 登録モードで起動中に、登録する送信機のボタンを押すと ID が登録されます。ID が登録されると、

LED の点灯が２周します（1→3→5→7→8→6→4→2） 

 

ID クリア（受信機） 

受信機に登録されている全ての送信機 ID をクリアします。 

ボタン３およびボタン５を押しながら電源ボタンを押すと、ボタン３の LED・ボタン６の LED・PWR

が点灯します。上記の３つの LED の点灯を確認後、ボタンを離します。送信機の ID が全てクリアされ

た後、上記の３つの LED が点滅し電源が切れます。 
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寸 法 図 
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外部アンテナ 

①   EXT1 : ANT916-CW-HWR  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

SMA-P 
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②  EXT2 : ANT916-CW-RH 

 

 

 

 

 

 
 

 

(注意)1/4 波長アンテナですので、 

グランドプレーンがない場合性能が劣化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  EXT3 : NE920SMA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・center freq  915MHz 

 ・freq range ±5MHz 

 ・VSWR  2.5:1 以下 

 ・peak gain 2.14dBi 以下 

 ・impeadance 50 ohm 

 ・wavelength 1/2λ 

 ・connector SMA-P 

  

SMA-P 
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電 波 法 に 関 す る 注 意 事 項 

 

 アンテナは取り外したり、ケースを開けて改造することは法律で禁止されていますので、絶対

に行わないでください。 

 

 技術基準適合証明ラベルは剥がさないでください。ラベルの無いものは使用が禁止されていま

す。 

 

 日本国外での電波法には準じておりませんので日本国内でご使用ください。 

 

 

取 扱 に 関 す る 注 意 事 項 

 

 高速ロジック回路やブラシモータから放射される高周波ノイズで受信の感度抑制が発生して通

信距離が極端に短くなることがあります。その場合はノイズ源から受信部を遠ざけるなどの工

夫をして下さい。 

 

 電波伝搬においてマルチパスで電波の強弱が発生しデッドポイント（ヌルポイント）が発生し、

送信機を傾けただけで受信できなくなることがあります。 

 

 製品の故障や誤作動が直接人命に関わるような使い方は絶対にしないで下さい。 

 

 電源の逆接は機器の故障になりますので、絶対行わないで下さい。 

 

 強い衝撃を与えたり、水やその他の溶液に浸したりすると故障の原因となるので、絶対行わな

いで下さい。 

 

 分解して改造したりしないで下さい。 

 

 アンテナを強く引っ張らないで下さい。 
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変 更 履 歴 

2020/04/19 Rev0.1 作成 
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